
ごみのない清潔な
まちづくりを目指して

（３）平成２２年（２０１０）９月１日号

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

　
市
で
は
こ
の
期
間
に
、
米
寿
到

達
者
に
祝
い
品
を
、
古
希
到
達
者

に
は
「
印
西
市
高
齢
者
福
祉
の
し

お
り
」
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
満
百
歳
を
迎
え
る
人
に

は
、
長
寿
を
祝
い
、
多
年
に
わ
た

り
社
会
の
発
展
に
寄
与
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
祝
い

金
3
万
円
を
市
長
が
ご
本
人
に
手

渡
し
し
ま
す
（
日
程
未
定
）。

架
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
高
齢
者
の
教
養
の
向
上
、
レ
ク

敬
老
の
日
シ
ア
タ
ー
を

開
催

　
老
人
週
間
に
ち
な
み
、
高
花
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
映
画
上
映

会
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
（
入
場

無
料
）。

胸
日
時
…
9
月
　
日
画
・
午
前
　

17

10

時
～
午
後
3
時
　
分
。

30

胸
会
場
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
高
花
）。

胸
対
象
…
市
内
在
住
で
　
歳
以
上

60

の
人
。

胸
上
映
作
品
…
午
前
　
時
か
ら

10

「
ド
ル
フ
ィ
ン
ブ
ル
ー
　
フ
ジ
、

も
う
一
度
 宙
 へ
」（
2
0
0
7
・

そ
ら

日
本
）、
午
後
1
時
か
ら
「
お
く
り

び
と
」（
2
0
0
8
・
日
本
）。

胸
定
員
…
　
人
（
当
日
先
着
順
）。

50

架
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
2
1
1
2
）。

脳
を
若
く
保
つ
「
健
康
マ

ー
ジ
ャ
ン
」
を
開
催

【
小
林
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
】

　
介
護
予
防
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
設
け
る
た
め
、「
健
康
マ

ー
ジ
ャ
ン
」
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
「
賭
け
な

い
」「
飲
ま
な
い
」「
吸
わ
な
い
」

9
月
　
日
は

10
「
下
水
道
の
日
」

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
　
年
36

（
1
9
6
1
年
）、著
し
く
遅
れ
て

い
る
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及

（
当
時
の
普
及
率
は
わ
ず
か
約
6

％
）
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
9
月
　
日
は
、
下
水
道
の

10

大
き
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
「
雨

水
の
排
除
」
を
念
頭
に
、
台
風
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
二
百
十
日
を
過
ぎ

た
二
百
二
十
日
が
適
当
で
あ
る
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
が

「
下
水
道
の
日
」
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　下
水
道
へ
の
早
期
接
続
に

ご
協
力
を

　
下
水
道
は
、
市
が
工
事
を
行
っ

た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
に
下
水
道
を
使
用
し
て

い
た
だ
い
て
こ
そ
、
自
然
を
守
り
、

生
活
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
は
、
下
水
道
法
な
ど

に
基
づ
い
て
市
が
公
示
し
ま
す
。

こ
の
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

家
の
便
所
が
汲
み
取
り
の
場
合
、

公
示
の
日
か
ら
3
年
以
内
に
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
下
水
道
に
接
続

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
合
併
浄
化
槽
な
ど
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
早
急
に
排
水

設
備
を
設
置
し
、
下
水
道
に
接
続

　9月12日蚊に、市内全域で「クリーン
印西推進運動統一美化キャンペーン」を
展開します。
　市では日ごろからご協力いただいてい
るクリーン印西推進運動と併せて、統一
美化キャンペーンを実施し、より一層市
の美化に取り組んでいく考えです。
　みなさんのご協力をお願いします。
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内
線384）。

胸市内の老人福祉施設一覧胸
各施設の特徴

住所
電話番号施設名称 施設概要および

そのほか予約なしで利用できるもの
団体
利用

囲碁・
将棋など

カラ
オケ風呂

手工芸タイム（毎週木曜）・健康相談（第３金
曜）・いきいきタイム（第１、第３、第５水曜）・
毎週土曜と日曜は、ふれあいデーで利用年
齢制限はありません。

○○○

○
水曜日～日曜
日（午前１０時
～午後４時）

竹袋６１４－９
碓４２ ０１４４

中央老人福祉センター
（総合福祉センター内）

手作りゆうゆうタイム（毎月第２、第４
水曜）、敬老の日シアターなど。○

○
毎週
水曜日

蓋蓋
高花２－１－５
碓４７ ２１１２

高花老人福祉センター
（保健福祉センター内）

集会室、教養娯楽室（和室４０畳）があり
ます。○○○蓋

原３－４
碓４５ ３８００

そうふけ老人福祉センター
（ふれあい文化館内）

３５畳の和室です。○○○蓋
中央南１－２
碓４６ ５１１１

中央駅前老人憩いの家
（中央駅前センター内）

畳コーナーを配したスペースがあります。○○蓋蓋
滝野３－４
碓８０ ８１８１

滝野シルバールーム
（本埜ファミリア館内）

※団体で利用する場合は団体登録が必要です。利用する施設へお問い合わせください。

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
健
全
な
も
の

で
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
正
式

種
目
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

胸
日
時
…
毎
週
火
、
木
、
土
曜

日
・
午
前
　
時
～
　
時
　
分
（
午

10

12

30

前
の
部
）、午
後
1
時
　
分
～
4
時

30

（
午
後
の
部
）。

胸
会
場
…
コ
ス
モ
プ
ラ
ザ
内
店
舗

（
J
R
小
林
駅
北
口
）。

胸
対
象
…
　
歳
以
上
の
人
（
初
心

50

者
歓
迎
）。

胸
定
員
…
毎
回
午
前
・
午
後
の
部

と
も
　
人
（
初
心
者
は
午
前
の

20

部
）。

胸
参
加
費
…
会
員
制
で
入
会
金
5

0
0
円
、
1
回
3
0
0
円
。

※
9
月
は
無
料
体
験
月
で
、
正
式

に
は
　
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

10

詳
し
く
は
左
記
へ
。

架
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
つ
く
り

会
・
岩
井
（
緯
碓97 
2
2
8
0
）。

舞
姫
の
湯

無
料
入
浴
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
印
西
市
の
合
併
と
国
体
開
催
を

記
念
し
て
、
市
内
在
住
の
　
歳
以

65

上
の
人
を
対
象
に
、
無
料
入
浴
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

胸
日
時
…
9
月
　
日
峨
、　
月
　

28

10

19

日
峨
、　
月
　
日
峨
、　
月
　
日

11

16

12

14

峨
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
　
時
。

11

※
当
日
は
、
年
齢
の
分
か
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

架
舞
姫
の
湯
（
緯
碓98 
3
7
1
9
）。

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
が
使
え
る
区
域
内
に
お

住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
の
接

続
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
期

接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

水
洗
便
所
の
改
造
工
事
に

無
利
子
の
貸
付
金

　
市
で
は
水
洗
化
を
促
進
す
る
た

め
、
汲
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化

槽
の
水
洗
化
改
造
工
事
を
供
用
開

始
か
ら
3
年
以
内
に
行
う
場
合
、

　
万
円
を
限
度
と
し
て
無
利
子
で

25貸
し
付
け
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
下
水
道
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

下水道
水から聞こえる

「ありがとう」

工
事
は
指
定
工
事
店
に

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
の
工

事
（
宅
内
排
水
設
備
工
事
）は
、市

が
指
定
し
た
工
事
店
（
印
西
市
指

定
下
水
道
工
事
店
）
で
な
け
れ
ば

施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
が
不
完
全
だ
と
、
臭
い
が

家
の
中
に
こ
も
っ
た
り
、
排
水
管

が
詰
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
が

起
こ
り
ま
す
。
排
水
設
備
の
接

続
・
補
修
は
必
ず
指
定
工
事
店
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
指
定
工
事
店
の
名
簿
は
、

下
水
道
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

架
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯
内

線
7
8
5
・
7
8
7
）。

 9
月
　
日
我
～
9
月
　
日
峨
は

15

21
老
人
週
間
 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
や
健

康
相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た
施
設

が
、
市
内
に
は
5
カ
所
あ
り
ま
す

（
左
表
参
照
）。

　
個
人
で
も
、
仲
間
同
士
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
施
設

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】　

胸
対
象
者
…
市
内
に
居
住
す
る
　60

歳
以
上
の
人
（
　
歳
以
上
の
同
伴

57

者
を
含
み
ま
す
）。

胸
使
用
方
法
…
運
転
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
提
示
し
て
、
利
用
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

胸
使
用
料
…
次
の
と
お
り
。

①
市
内
の
人
…
無
料
。

②
市
外
の
人
…
1
日
5
0
0
円

（
中
央
駅
前
老
人
憩
い
の
家
、
滝

野
シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
を
除
く
）。

胸
利
用
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後

5
時
。　

胸
休
所
日
…
月
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
、
火
曜
日
も
休
み
に
な
り

ま
す
）。

　
た
だ
し
、
高
花
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
休
館
日
は
、
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
年
末
年
始
。

※
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 22年度合併記念事業
ク リ ー ン 印 西 推 進 運 動
統一美化キャンペーンを実施

　7月末に「コウノトリ・トキ
の舞う関東自治体フォーラム
（仮称）」設立の第1回総会に
出席しました。このフォーラム
は、「関東地方がコウノトリや
トキのかつての主要な分布域で
あったことや、これらの種が良
好な水辺や緑地の指標となるこ
とに鑑み、多様な主体の協働・連携によりコウノトリ・トキ
の野生復帰を通じたエコロジカル・ネットワークの形成を図
り、もって地域の振興と経済の活性化を促す魅力的な地域づ
くりを実現させること」を目的としたもので、当日は茨城県・
栃木県・埼玉県・千葉県から24の自治体が参加しました。
　印西市がこのフォーラムに参加した理由は、市の財産であ
る里山、谷津田、湧水、水辺などの自然環境を長期的、総合
的な視野で保全・活用を図っていくというまちづくりの方向
性と、フォーラムの目的が合致すると考えたからです。
　コウノトリとトキは、乱獲、開発による採餌・営巣環境の
破壊などが原因で国内では野生種は絶滅し、世界的にも絶滅
の危機に瀕しています。逆に考えれば、さまざまな環境を複
合的に活用する生き物であるこの鳥たちが年間を通じ生息し
繁殖していることは、自然と調和した環境の証明といえます。
　大正6年（1917年）に発行された内田清之助の「鳥類講
話」の中に、明治17年（1884年）に手賀沼で採集されたト
キの写真が掲載されています。このことは、かつて印西市周
辺がトキも生息する調和のとれた自然環境であったことを示
しています。再びコウノトリやトキがすめるような環境を作
っていくことは、市域や県域を越えた自治体の協力が不可欠
で容易なことではありません。しかし、人々の生活と自然が
影響し合って作り上げられてきた印西らしいふるさとの景観
を後世に残すためにも、みなさんに環境への配慮をお願いし
ます。そして、コウノトリやトキが北総台地の空を、印西の
まちの上を優雅に飛行する姿を現実のものにしましょう。


